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第３章 今後の取組施策の実施に向けて 

（１）中間評価の対象 

 

 

取組施策一覧 
10 年間の 
取組方針 

取組名 主体 取組の内容 具体的施策 （  ：中間評価対象施策） 
施策 
番号 

1 
まちなかの
みどりを生
み出し育む
ことで、みど
りあふれる
まちなみを
つくりだして
いきます。 

住まいや事
業所でのみ
どりの創出
と育成 

 

区民 住まいや事業所でみどりを育んで
いきます。 

庭木の植栽 
生垣の設置 等  

事業者 

区 
区民や事業者による住まいや事
業所で緑を育む取組をサポートし
ていきます。 

屋上緑化助成制度の運用 1-1 

生垣助成制度の運用 1-2 
苗木配布事業の実施 1-3 

区 

区民や事業者が住まいや事業所
で緑を育むために、また、区が公
共施設で緑を育んでいくために、
三者にとって共通する道しるべと
なる緑化のルールを運用していき
ます。 

建築に伴う緑化の基準、指針の運用 1-4 

地区計画制度の活用検討 1-5 
文京区景観づくり条例に基づく「景観事前協議」及び
景観法に基づく「行為の届出」 

1-6 

事業所にお
ける区民が
利用できるオ
ープンスペー
スの創出・魅
力の向上 

事業者 
事業所に、区民が利用できるオー
プンスペースを生み出し、良好な
状態で維持していきます。 

公開空地の設置 
市民緑地認定制度を活用したオープンスペースの快
適性の向上と維持 等 

 

区 
事業者による、区民が利用できる
オープンスペースの創出と維持を
サポートする取組を行います。 

都市開発諸制度の運用 1-7 

市民緑地認定制度の活用【重点施策 1】（新規） 
1-8 

学校におけ
るみどりの
創出と育成 

区民 
学校敷地内のみどりを創出・育成
します。 

生徒による学校内の花壇の設置と手入れ 
生徒による学校内の植栽の推進 等 

 

区 
学校敷地内のみどりの育成をサポ
ートします。 

生徒による学校緑化の促進 
1-9 

大学におけ
るみどりの
創出と育成 

事業者 
キャンパスにおいて積極的にみど
りを創出し、育成します。 

キャンパスにおける植栽の推進 
キャンパスの地域への開放 
等 

 

2 
みんなが利
用しやすい
拠点となる
みどりづく
りを進めて
いきます。 

公園の再
整備 

区民 
主体的に魅力あふれる公園づくり
に参画していきます。 

公園再整備における意見交換会への積極的な参加 
等 

 

区 

公園づくりの際に区民の意見を集
約する場を提供し、意見を踏まえ
て公園の具体的な設計及び工事
を実施していきます。 

公園再整備の強化【重点施策 2】（拡充） 

2-1 

公園と周辺
施設との一
体的な魅
力の創出 

区 
公園に隣接、近接する公共施設
を整備・更新し、公園と一体となっ
た魅力を創出していきます。 

公園と一体となった周辺公共施設の整備・更新（拡
充） 

2-2 

民間ノウハ
ウを導入し
た公園の魅
力向上 

事業者 

事業で培ったノウハウを活かして、
公園における魅力あふれる空間
を演出し、サービスを提供していき
ます。 

公園隣接地において公園利用者を考慮したサービス
の提供 
公園管理への参画を通じた魅力的な公園空間の形
成 等 

 

区 
事業者による公園における魅力あ
ふれる空間演出、サービス提供を
サポートする取組を行います。 

指定管理者制度の運用 2-3 
民間活力を活かした公園の利活用の検討【重点施
策 3】（新規） 

2-4 

公園空間
の日常的な
維持管理 

区民 
自らの手で公園を心地よい空間と
して維持していきます。 

公園ガーデナー制度等を活用した公園の維持管理
への積極的な参加 等 

 

区 
区民が自らの手で公園を気持ち
のよい空間として維持していけるよ
うサポートします。 

公園ガーデナー制度の活用推進【重点施策 4】（拡
充） 

2-5 

自主管理花壇制度の運用 2-6 
区民管理制度の運用 2-7 

公園等連絡員制度の運用 2-8 
公園の維持管理をサポートするグループを支援する
ための仕組みの検討等（新規） 

2-9 

区民管理等の意見交換会の開催 2-10 
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10 年間の 
取組方針 

取組名 主体 取組の内容 具体的施策 （  ：中間評価対象施策） 
施策 
番号 

  

区 
公園の樹木の剪定や維持管理を
行うとともに、倒木等の緊急時の
対応を行います。 

公園の維持管理 2-11 

公園の清掃 2-12 

倒木等への緊急対応 2-13 

新たなオー
プンスぺース
の設置検討 

区 
新たな場所にオープンスペースを
設置することができるか適宜検討
していきます。 

ポケットパーク・グリーンスポットの整備 2-14 

公園の新規整備の検討 
2-15 

3 
歴 史的 ・ 文
化的なみど
り を 適 切 な
形で継承し
ていきます。 

樹木の見
守り 区民 

歴史ある樹木をしっかりと見守っ
ていきます。 

保護樹木・樹林制度を積極的に活用した樹木の維持
と健康管理 
まちなかの樹木の見守り 等 

 

区 
区民が歴史ある樹木を見守って
いけるようサポートしていきます。 

保護樹林・樹木制度の充実【重点施策 5】（拡充） 3-1 
樹木のチェック体制の強化【重点施策 6】（拡充） 3-2 

区 
公園と道路の樹木の診断を定期
的に行い、必要に応じて樹木に対
する処置を実施します。 

街路樹と区立公園の樹木診断 
3-3 

歴史ある公
園や庭園の
継承 

区 
歴史ある公園や庭園等をしっかり
と継承していきます。 

都市公園の区域の維持 3-4 
歴史的庭園の維持管理 3-5 

都立公園の維持管理 3-6 

樹林地のみ
どりのまとま
りの保全 

区 
樹林地のみどりを開発から保全す
る手立てを用います。 

風致地区の維持 3-7 

他の緑地保全制度の活用の検討 
3-8 

4 
人や生きも
のの暮らし
を支えるみ
どりのネット
ワークの形
成を図りま
す。 

生きものの
暮らしの見
守り 

区民 区内の生きものの暮らしを見守っ
ていきます。 

文の京生きもの写真館の活用 
等 

 
事業者 

区 
区民や事業者が生きものの暮らしを
見守り情報共有の場を提供します。 

文の京生きもの写真館の運用（新規） 4-1 

専門的な動植物調査の実施検討 4-2 

住まいや事
業所での生
きものの暮
らしを支え
るみどりの
創出 

区民 住まいや事業所に生きものの暮ら
しを支えるみどりを生み出します。 

住まいや事業所における手づくりビオトープの取組や
みどりの質の多様化 等 

 
事業者 

区 

区民や事業者が住まいや事業所
に生きものの暮らしを支えるみどり
を生み出す取組をサポートしま
す。 

手づくりビオトープの取組事例や、取組方法の紹介 4-3 

緑地認証制度の周知（新規） 
4-4 

拠点におけ
る生きもの
の暮らしを
支えるみど
りの創出 

区 
ネットワークの拠点となる公園等
で、生きものの暮らしを支える緑を
生み出します。 

公園における生物多様性に配慮した管理・整備【重
点施策 7】（拡充） 

4-5 

樹林・湧水の自然とふれあう場としての整備 4-6 

湧水の保全のための雨水浸透施設誘導 
4-7 

みどり資源
の再利用 

区 みどりのリサイクルを推進します。 
公園工事におけるみどりのリサイクルの実施 

4-8 

まちなかのネ
ットワークの
拠点の緑化 

区 
ネットワークの拠点となる公共施
設の緑化を推進していきます。 

公共施設の緑化 
4-9 

ネットワーク
を構成する
みどりの維
持 

区 
ネットワークを構成するみどりを適
切に維持し、質を豊かにしていき
ます。 

街路樹・植樹帯の整備 4-10 
街路樹等の特徴的な植栽の推進 4-11 
崖線等の法面におけるみどりの確保 4-12 

神田川の法面や護岸の維持管理、神田川の清掃 4-13 

新たなネット
ワークの構築 

区 
みどりをつないでネットワーク化し
ていきます。 

暑熱環境の緩和の視点からのみどりのネットワークの
形成【重点施策 8】（新規） 

4-14 

5 
様々な主体
の連携の活
性化を図り
ます。 

 

文京区のみ
どりについて
の学び 

区民 文京区のみどりについて学びその
価値を再認識していきます。 

みどりに関するイベントの積極的な参加、開催 等 
 

事業者 

区 

区民や事業者が文京区のみどり
について学び、その価値を再認識
していくことをサポートしていきま
す。 

緑化啓発事業の充実化【重点施策 9】 
（拡充） 

5-1 

文京 eco カレッジ親子環境教室の開催 5-2 
文京 eco カレッジ環境ライフ講座の開催 5-3 
植物講演会の開催  5-4 

みどりに関する情報発信 5-5 

区民意見
の把握 

区 
区民や事業者のみどりに対する意
見を定期的に把握します。 

世論調査におけるアンケート項目の検討（新規） 
5-6 

大学との連
携 

区 

区内の大学等の研究機関との連携
を通じて、みどりについての知見を
広く区民が共有したり、区民が研究
機関のみどりに触れ合ったりすること
のできる機会の創出を目指します。 

大学・事業者との連携【重点施策 10】（拡充） 

5-7 

国や都との
連携 

区 国や都と連携していきます。 
国・都に対する協力の要請 

5-8 
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（２）重点施策の評価 

重点施策 1 市民緑地認定制度の活用 （施策番号 1-8） 

 市民緑地認定制度を積極的に活用していきます。 

 市民緑地認定制度の認定の要件となる緑化重点地区を区全域に設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間まとめ 

＜施策の実施状況＞ 

●現行計画策定時に、緑化重点地区を区内全域に設定しました。 

●市民緑地認定制度の創設に向けて、市民緑地認定制度に関する情報収集、対象となる候補箇所等の調

査を行いました。 

 

＜社会動向、緑の現況＞ 

●市民緑地認定制度は、地方公共団体の公園等の整備・維持管理費の制約、管理の行き届いていない空

地等が増加している状況や、都市部では未だに緑地やオープンスペースが不足している地域が存在してい

ることなどの背景を踏まえて、平成 29（2017）年の都市緑地法等改正により創設されました。令和 3

（2021）年の都市緑地法等改正においては、市民緑地認定制度に伴う税制措置として、土地に係る固定

資産税・都市計画税軽減の対象となる要件が変更されました。 

 

 

 

緑化重点地区を区全域に設定 

市民緑地認定制度の活用 

300 ㎡以上の面積の民有地の

緑地が年間 5～10 箇所創出 

積極的に認定市民緑地を活用し、区民が心地よく利用することのできる

オープンスペースを確保・維持していきます。 

民有地の緑地が新たに創出される場合と、空地が発生する場合に対応

するため、緑化重点地区を区内全域に設定します。 

市民緑地認定制度を活用できるのは、「緑化重点地区」 

【10 年後の目標】 市民緑地認定制度活用件数 5 件 

総合設計制度に基づく 

公開空地 20 か所 

現行計画策定まで 

（令和元(2019)年度以前年) 

現行計画策定後 

(令和 2(2020)年度以降） 

ｚ

明確に定められていませんでした。 

なし 

ｚ

現行計画策定まで 

（令和元(2019)年度以前年) 

現行計画策定後 

(令和 2(2020)年度以降） 

取組方針 1 
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＜課題＞ 

●要綱を作成し、認定が可能な体制を整える必要があります。 

●制度の運用開始後に、制度活用の希望者をどのように増やしていくかが課題です。 

 

＜今後の方向性＞  

●他自治体の事例を参考に、要綱を作成し、認定が可能な体制を整えていきます。 

●市民緑地認定制度活用の手引き（国土交通省）では、既存の緑化空間の施設や植栽を充実させ、憩いの

場として公開することが活用イメージの一つとして示されています。そのため、空き地や公開空地だけでなく、

一般に公開されていない既存の緑化空間も対象地として検討していきます。 また、候補地に対してどのよ

うに周知啓発を行っていくかを検討する必要があります。 

 

 
＜目標とするスケジュール＞ 
  

目標とするスケジュール 

（オレンジ文字は中間評価の進捗状況を示しています） 

前期 

（2020 年度-2024 年度） 

後期 

(2025 年度-2029 年度) 

市 民 緑 地 認 定 制 度 の 創 設 

 市民緑地認定制度の創設に向けた検討開始 

  

市民緑地認定制度についての周知啓発 

周知啓発に向け検討中 

  

市 民 緑 地 認 定 制 度 の 運 用 開 始 

運用開始に向け検討中 

  

市 民 緑 地 認 定 制 度 の 運 用 

運用に向け検討中 

  

 

 

 

  

凡例  実施済      一部実施       未実施       予定 
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重点施策 2 公園再整備の強化 （施策番号 2-1） 

 公園再整備事業を加速させます。これまでは毎年、設計 2 園、工事 2 園ずつ実施して 

きましたが、これからは原則として、設計 4 園、工事 4 園ずつ実施することを目指します。 

 文京区公園再整備基本計画を改定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間まとめ 

＜施策の実施状況＞ 

●「公園再整備事業の加速」について、公園再整備等の実施状況として、令和 2（2020）年度は 4 園、令和

3（2021）年度は 6 園、令和 4（2022）年度は 4 園、令和 5（2023）年度は 3 園と、4 年間で計 17 園実施

し、１年あたり平均 4 園を上回るペースで再整備等を実施してきました。 

●「文京区公園再整備基本計画の改定」について、令和 4（2022）年 3 月に改定しました。「ユニバーサルデ

ザインに配慮したあそび場の整備」、「防災機能の強化」、「施設の長寿命化」、「Park-PFI」等の観点を踏

まえています。 

●10 年後の目標値「再整備された都市公園の箇所数の割合 28％→70%」に向けた達成状況は、平成 25

（2013）～令和 5（2023）年度までに 18 園実施し、都市公園 46 園中、再整備された都市公園の箇所数

は約 39％になりました。「児童遊園の割合 9％→30％」に向けた達成状況は、令和 5（2023）年度までに

18 園実施し、児童遊園 66 園中、再整備された児童遊園の箇所数は約 27％になりました。 

 

＜社会動向、緑の現況＞ 

●「文の京」総合戦略（主要課題 42 安心・安全で快適な公園等の整備）で、安全・安心への配慮、地域住

民のニーズを踏まえた施設整備、地域の憩いの場となる公園づくりの推進、都市機能を最大限発揮できる

公園づくりの推進等、公園再整備による良好な環境づくりの方向性が示されています。 

 

公園再整備基本計画の改定 

公園再整備事業の加速 

設計×２ 1 年目 

2 年目 

3 年目 

4 年目 

工事×２ 設計×２ 

工事×２ 設計×２ 

工事×２ 

設計×4 1 年目 

2 年目 

3 年目 

4 年目 

工事×4 設計×4 

工事×4 設計×4 

工事×4 

2012 

年度 

2019 

年度 

2022 

年度 

2031 

年度 

樹木のチェック体制の強化、施設の長寿命化、

Park-PFI 等、これまで公園再整備時の前提とし

ていなかった取組を踏まえた改定を行います。 

計画期間 

計画期間 

【10 年後の目標値】 再整備された都市公園の箇所数の割合 28％→70% 

児童遊園の割合 9％→30％ 

現行計画策定まで 

（令和元(2019)年度以前年) 

現行計画策定後 

(令和 2(2020)年度以降） 

現行計画策定まで 

（令和元(2019)年度以前年) 

現行計画策定後 

(令和 2(2020)年度以降） 

取組方針２ 
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＜課題＞ 

●限られた公園面積で最大限の効果を発揮できる整備が求められています。 

●地域ニーズにより検討に時間を要する場合や、規模により設計期間や工事期間が異なるため、年度によっ

て竣工する園数にばらつきが生じています。また、都市公園は、児童遊園と比べて発注手続きや工事等に

時間を要するため、再整備完了箇所数の増加率が、低調傾向にあります。 

 

＜今後の方向性＞ 

●区民参画による公園再整備を進めるにあたり、特色ある公園づくりの視点を持つとともに、地域単位での公

園機能の分担についても検討していきます。 

●設計や工事に要する期間を考慮し、計画的に都市公園の再整備に取り組んでいきます。 

 
＜目標とするスケジュール＞ 

 
目標とするスケジュール 

（オレンジ文字は中間評価の進捗状況を示しています） 

前期 

（2020 年度-2024 年度） 

後期 

(2025 年度-2029 年度) 

公 園 再 整 備 事 業 の ス ピ ー ド ア ッ プ 
令和 2（2020）～令和 5（2023）年度は平均４園以上実施 

  

文 京 区 公 園 再 整 備 基 本 計 画 の改 定 
令和 4（2022）年 3 月に改定済み 

  

文京区公園再整備基本計画に基づく事業実施 
実施中 

  

 

  

神明都電車庫跡公園 久堅公園 

文京宮下公園 向丘一丁目児童遊園 

令和 2（2020）～令和 5（2023）年度に再整備を行った公園・児童遊園（一部） 

凡例  実施済      一部実施       未実施       予定 
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重点施策 3 民間活力を活かした公園利活用の検討 （施策番号 2-4） 

 Park-PFI 制度の活用を検討します。 

 公園隣接地における施設や民間活力を活かし、公園の魅力の向上を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間まとめ 

＜施策の実施状況＞ 

●「Park-PFI 制度の活用」について、令和 2（2020）～令和 5（2023）年度に行った公園再整備で制度の活

用を検討しましたが、実施には至りませんでした。 

●隣接する施設の民間活力を生かして公園の魅力を高める事例として、令和 7（2025）年度に工事完了予

定の元町公園があります。公園に隣接した複合施設（元町ウェルネスパーク）と一体的な整備を行っていま

す。 

●文京共創フィールドプロジェクト（B+）では、令和 5（2023）年度に礫川公園トイレでの「落書き防止プロジェク

ト」実証実験実績が１件あります。ガラスコーティング技術により落書きされた場合でも簡単に除去でき、落

書き問題に対する新しいアプローチを試みるものです。 

 

＜社会動向、緑の現況＞ 

●国の方針として、「都市公園新時代～公園が活きる、人がつながる、まちが変わる～」では、パートナーシッ

プの公園マネジメントで地域の価値を高め続ける「使われ活きる公園」を目指しており、区民や事業者、

NPO といった多様な主体の参画を促し「共に育て共に創る」といった変革が必要とされています。 

 

 

Park-PFI 制度の活用 

一定規模があって、 
集客が見込める公園 

なし 

カフェ等収益施設 

収益を活用して公園整備 

経営 

新たな魅力ある

公園を楽しむ 

民間事業者 

区民 

公園隣接地における施設や民間活力を活かした公園の魅力の向上 

公園 隣接地の施設や民間活力 

公園 隣接地の施設や民間活力 

一体となった魅力の向上 

個別に整備・管理 個別に整備・管理 

【10 年後の目標】 区内の公園 2 園にて民間活力を活かした公園の利活用を実施 

現行計画策定まで 

（令和元(2019)年度以前年) 

現行計画策定後 

(令和 2(2020)年度以降） 

現行計画策定まで 

（令和元(2019)年度以前年) 

現行計画策定後 

(令和 2(2020)年度以降） 

取組方針２ 

区民 
新たな魅力ある

公園を楽しむ 
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＜課題＞ 

●Park-PFI 制度の活用について、制度の活用に適した対象候補地をどのように選定するのかが課題です。 

●公園隣接地における施設や民間活力を活かした公園の魅力の向上については、今後どのように機会を捉

えていくかが課題です。  

 

＜今後の方向性＞ 

●Park-PFI 制度を活用する候補地の選定については、公園の規模や収益施設の集客性、交通アクセス、事

業者の意向などを整理し、検討していきます。また、活用にあたり、地域住民の理解が必要であることに留

意する必要があります。  

●再整備を行う公園ごとに、隣接施設と連携した整備や、公開空地などを公園的空間として活用する等、公

園隣接地の活用の可能性について検討していきます。既存の公園等で隣接施設と連携したイベントを推進

するという視点も必要です。 

 
＜目標とするスケジュール＞ 

 
目標とするスケジュール 

（オレンジ文字は中間評価の進捗状況を示しています） 

前期 

（2020 年度-2024 年度） 

後期 

(2025 年度-2029 年度) 

候補地を選定 

１園で実施中、2 園目の候補地を選定中 

  

民間活力を活かした公園の利活用の実施 

元町公園において隣接施設との一体的な整備を実施中 

  

 

  
凡例  実施済      一部実施       未実施       予定 
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重点施策 4 公園ガーデナー制度の活用推進 （施策番号 2-5） 

 公園ガーデナー制度の活用を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間まとめ 

＜施策の実施状況＞ 

●公園ガーデナー制度の活用推進について、約 50 名の区民と 2 校の学校が参加しています。 

●公園ガーデナー制度の周知は、区 HP や区報、緑化啓発事業（苗木配布）時に行っています。 

●10 年後の目標「公園ガーデナー制度を活用している小学校を 2 校から 6 校に増加」に向けた達成状況

は、2 校のままです。 

 

＜社会動向、緑の現況＞ 

●公園ガーデナー制度の動向は、平成 24（2012）年と比較すると、区民の参加者は約 2 倍に増加していま

す。小学校の参加活動回数は 4 回程度で推移しています。（P.27 図表 9-8 公園ガーデナー） 

 

＜課題＞ 

●参加学校数を増やしていくために、実施にあたる学校側の負担をどのように軽減していくかが課題です。 

 

＜今後の方向性＞ 

●安全な活動環境とアクセスがあるかどうか、参加する学年を絞らない等、学校側の参加のしやすさに配慮

して呼びかけを行っていきます。制度紹介資料を作成して学校側に事業への関心と理解を深めてもらうこ

とや、公園再整備の機会を捉えて呼びかけを行っていきます。 

 

 

 

 

 

 

公園ガーデナー制度の活用推進 

 

区 HP での周知 

区 HP での周知 
学校への周知 

制度紹介
資料作成 

公園再整備事業とリンクさせ、近隣
学校にガーデナー活動を呼びかけ 

 

【10 年後の目標】 公園ガーデナー制度を活用している小学校を 2 校から 6 校に増加 

現行計画策定まで 

（令和元(2019)年度以前年) 

現行計画策定後 

(令和 2(2020)年度以降） 

取組方針２ 
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礫川公園の公園ガーデナー花壇は、区民参画の一環として「公園ガーデナー」のみなさんで育てている花壇です。 

四季の彩りの花壇づくりの活動は、令和 4（2022）年度に第 21 回文の京景観賞（景観づくり活動部門）を受賞しています。 
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重点施策 5 保護樹林・樹木制度の充実 （施策番号 3-1） 

 これまで 3 年に 1 回であった助成を、毎年行います。 

 特に大きな大径木のランクを創設し、助成額をアップさせます。 

 樹木医の紹介制度を検討します。 

 これまでは剪定に対して助成を行っていましたが、樹木診断に対しても助成を行うことを検討しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間まとめ 

＜施策の実施状況＞ 

●目標とするスケジュールについて、「助成の頻度を毎年とする」は、令和 2（2020）年 4 月より１年度に 1 回

に変更しました。「特に大きな大径木の助成額アップ」は、令和 2（2020）年 4 月より直径 150 センチメート

ル以上は限度額を 30 万円と設定し、その結果、申請件数が増加しました。「樹木医紹介制度」と「樹木診

断に対する助成」については、検討中です。 

●保護樹木と保護樹林の合計助成件数は、令和 2（2020）年度 51 件、令和 3（2021）年度 37 件、令和 4

（2022）年度 48 件、令和 5（2023）年度 41 件です。 
 

＜社会動向、緑の現況＞ 

●保護樹木の健康度に関する動向としては、前回調査時の平成 30(2018)年と比較すると全体的に若干の

改善が見られます。（P.18 図表 5-2 文京区内の保護樹木の健康度の経年変化） 
 

＜課題＞ 

●保護樹木の登録制度が始まって約５０年が経過し、老木の増加に伴い、保護樹林・樹木の所有者の負担

が大きくなっているため、制度の充実化が求められています。 

樹木医紹介制度（検討） 樹木診断に対する助成（検討） 

樹木の剪定 

助成の頻度 

助
成 

助
成 

助
成 


年
目 


年
目 


年
目 


年
目 


年
目 


年
目 


年
目 

助
成 

特に大きな大径木のランクを創設 

 
  直径 

50 ㎝ 
～ 

70 ㎝ 

 

  直径 
70 ㎝ 

～ 
90 ㎝ 

 

  

直径 
90 ㎝ 
以上 

 

  

直径 
150cm 
以上 

 
  直径 

50 ㎝ 
～ 

70 ㎝ 

 

  直径 
70 ㎝ 

～ 
90 ㎝ 

 

  直径 
90 ㎝ 

～ 
150cm 

なし 

問合せ 問合せ 

診断 

助成 

樹木の剪定 

助成 

樹木の診断 

助成 

樹木医 
保護樹林・樹木の 

所有者 

区役所 

現行計画策定まで 

（令和元(2019)年度以前年) 

現行計画策定後 

(令和 2(2020)年度以降） 

助
成 

助
成 

助
成 

助
成 

助
成 

助
成 


年
目 


年
目 


年
目 


年
目 


年
目 


年
目 


年
目 

現行計画策定まで 

（令和元(2019)年度以前年) 

現行計画策定後 

(令和 2(2020)年度以降） 

取組方針３ 
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＜今後の方向性＞ 

●所有者に適切な維持管理を行っていただくため、樹木医の紹介制度や樹木診断に対する助成制度の創

設といった、制度のさらなる充実化を検討していきます。樹木診断に対する助成制度については、樹木の

規模に応じた助成内容の検討が必要です。 

 
＜目標とするスケジュール＞ 

  

目標とするスケジュール 

（オレンジ文字は中間評価の進捗状況を示しています） 

前期 

（2020 年度-2024 年度） 

後期 

(2025 年度-2029 年度) 

助 成 の 頻 度 を 毎 年 と す る 

実施済 
  

特に大きな大径木の助成額アップ 

実施済 
  

樹 木 医 紹 介 制 度 開 始 

検討中 
  

樹 木 診 断 に 対 す る 助 成 の 開 始 

検討中 
  

各 種 制 度 の 運 用 

樹 木 医 紹 介 制 度 や 診 断 に 対 す る 助 成 
  

凡例  実施済      一部実施       未実施       予定 
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重点施策 6 樹木のチェック体制の強化 （施策番号 3-2） 

 樹木の状態を区民が自らモニタリングできるシステムの構築を検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
中間まとめ 

＜施策の実施状況＞ 

●樹木診断について、５年に１度から３年に 1 度の実施へと、チェック体制を拡充しました。 

●「区民が自らモニタリングできるシステムの構築」について、モニタリングシステムの構築には至っておらず、

導入検討を行っている段階です。 

 

＜社会動向、緑の現況＞ 

●東京グリーンビズにおいて、緑に触れ合い親しみを感じる機会の創出に向けて、東京グリーンビズマップ（東

京の緑溢れるスポット等を発信するデジタルマップ）の掲載情報や機能の拡充に取り組んでいくことが示さ

れています。 

 

＜課題＞ 

●国内において、住民参加型の樹木のモニタリングシステムの構築は発展途上の段階です。 

 

＜今後の方向性＞ 

●引き続き、国・都などにおける、モニタリングシステムの開発・運用状況などを注視し、効率的に樹木の維

持管理ができるシステムの導入について検討していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区民が自らモニタリングできるシステム 

区が毎年、街路樹、区立公園の樹木の診断を行うのは困難 

３年周期でモニタリング 

３年周期でモニタリング 

 
  街

路
樹 

リアルタイムでモニタリング 

区 

区 

区民 

５年周期でモニタリング 

３年周期でモニタリング 

現行計画策定まで 

（令和元(2019)年度以前年) 

現行計画策定後 

(令和 2(2020)年度以降） 

取組方針３ 

 
  区

立
公
園

⎡
樹
木 

 
  街

路
樹  

  区
立
公
園

⎡
樹
木 
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＜目標とするスケジュール＞ 

 

目標とするスケジュール 

（オレンジ文字は中間評価の進捗状況を示しています） 

前期 

（2020 年度-2024 年度） 

後期 

(2025 年度-2029 年度) 

区民によるモニタリングシステムの構築 

モニタリングシステムの導入検討中 

  

 
 

 

 

【東京グリーンビズマップ】 東京の緑溢れるスポットやイベント情報を発信するデジタルマップ 

 

既に運用されている東京グリーンビズマップ（東京都）において、文京区のみどりが掲載されている様子 

 

  

導入検討 運用開始 

凡例  実施済      一部実施       未実施       予定 

運用拡大 

導入検討 運用開始・運用拡大 



43 

 

重点施策 7 公園における生物多様性に配慮した管理・整備 （施策番号 4-5） 

 公園の維持管理においては、生きものの生息環境に配慮した管理を検討します。 
 公園整備、公園再整備の際には、多様な生きものの生息を可能にする整備を検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
中間まとめ 

＜施策の実施状況＞ 

●「公園における生物多様性に配慮した管理・整備」については、公園再整備を行う際に地域に自生する植

栽に配慮するという方針の下、在来種を採用しました。 

 

＜社会動向、緑の現況＞ 

●生物多様性国家戦略において、公共事業における外来種等の使用回避・拡散防止が行動目標に示され

ています（行動目標 1-3-45）。 

 

＜課題＞ 

●公園に求められるニーズが多様化する中で、より多様な生きものの生息を可能にするために、限られた空

間で効率的に植栽、設備等を整備、管理していくことが課題です。 

 

＜今後の方向性＞ 

●単一の在来種だけでなく階層構造を成す緑地とする、地域に固有の生きものの住処や食べ物になるような

在来種を選定する等、地域に合った樹種による自然的な環境を作っていくという視点に留意し、生きものの

生息に適した環境をつくっていきます。 

●公園再整備において、地域のニーズを踏まえながら、引き続き在来種を植栽していきます。また、管理面

においては、来訪者が在来種を意識できるような工夫や、剪定や下草の刈り込み時に生きものの生息場所

の確保に配慮する必要があります。  

 

  

公園における生物多様性に配慮した管理・整備 
 

肥後細川庭園、須藤公園において在来種による植栽を実施 

公園再整備事業において、設計時に在来種による植栽計画を検討 

現行計画策定まで 

（令和元(2019)年度以前年) 

現行計画策定後 

(令和 2(2020)年度以降） 

取組方針４ 
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重点施策 8 暑熱環境の緩和の視点からのみどりのネットワークの形成 （施策番号 4-14） 

 暑熱環境の緩和効果の観点から街路樹等の樹木をネットワーク化していきます。 

 みどりのネットワークの更なる発展のために、みどりのデータベースの構築を検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
中間まとめ 

＜施策の実施状況＞ 

●「街路樹による暑熱環境の緩和」の効果の分析については、第 9 次文京区緑地実態調査で実施しました。 

●区道の街路樹は 42 路線で 24,726ｍ、植樹帯は 60 路線で 15,389ｍを整備しています。また、区道で街

路樹の隣にお休み石を整備しました。移動途中に木陰で休むことができ、暑熱環境対策となるような空間

が生まれています。 

●東京都が作成を進めている緑のオープンデータ（GIS データ）の参考資料として、区の緑に関するデータを

令和 6（2024）年度に提供しました。 

 

＜社会動向、緑の現況＞ 

●街路樹がある通りが風の道となることで、市街地の高温域の広がりを分断し低減させ、街路樹の連続する

場所は高温部よりも約 2～4 度温度が低くなっています。〈P.20 図表 6-3 地表面温度分布図（昼間）〉 

●近年、区内の街路樹本数は 6,500 本前後で推移しています。〈P.21 図表 7-2 街路樹本数の推移〉 

●東京都において、都内における緑のオープンデータ（GIS データ）の作成を進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

暑熱環境の緩和効果がある街路樹等の樹木のネットワーク化 

街路樹整備の推進 

暑熱環境の緩和効果の観点から街路樹等の樹木をネットワーク化 

みどりのデータベース構築の検討 

みどりについてのデータは
個別に管理されている 

みどりについてのデータをデータベース上で一括管理し、 
隣接区とも共有することを検討 

隣接区のみどりのデータ 
の状況を知るのは困難 

現行計画策定まで 

（令和元(2019)年度以前年) 

現行計画策定後 

(令和 2(2020)年度以降） 

現行計画策定まで 

（令和元(2019)年度以前年) 

現行計画策定後 

(令和 2(2020)年度以降） 

取組方針４ 
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＜課題＞ 

●区道では、歩道有効幅員確保の必要性や、沿道の利用状況等により、街路樹の新植可能な場所が限ら

れるため、みどりのネットワークの増加が難しい状況です。 

●みどりのネットワークの形成にあたっては、隣接区のみどりの状況についても把握する必要があります。 

 

＜今後の方向性＞ 

●街路樹の剪定方法を工夫して樹冠を拡大する等、限られた植栽スペースで効率よく緑陰を確保していき

ます。また、引き続き、民有地の接道緑化を誘導していくことも重要です。 

●東京都における緑のオープンデータ整備後は、隣接区も含めたみどりの状況を把握し、みどりのネットワーク

の形成に活かしていきます。 

 

＜目標とするスケジュール＞ 

 
目標とするスケジュール 

（オレンジ文字は中間評価の進捗状況を示しています） 

前期 

（2020 年度-2024 年度） 

後期 

(2025 年度-2029 年度) 

街路樹による暑熱環境の緩和 

第９次文京区緑地実態調査で実施 

  

み ど り の デ ー タ ベ ー ス の構 築 

区の緑に関するデータを東京都へ提供 

  

 

 

  

導入検討 他区との共有 

効果の分析 街路樹整備 

運用開始 

利用開始・他区状況把握 データ整理・提供 

凡例  実施済      一部実施       未実施       予定 
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重点施策 9 緑化啓発事業の充実化 （施策番号 5-1） 

 区内の公園等で行っていた自然散策会等の啓発事業を区外でも実施します。 

 親子向けの啓発事業を拡充し、現在の自然散策会（大人向け）の 3 回のうち 1 回を親子向けの

内容に変更します。 
 ＮＰＯ等の緑化啓発事業の担い手を育成していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
中間まとめ 

＜施策の実施状況＞ 

●「自然散策会等の啓発事業を区外でも実施」については、これまでの区内での実施に加えて、新宿御苑、

日比谷公園、皇居東御苑で実施しました。 

●「親子向けの啓発事業を拡充」は、年３回実施する「自然散策会・大人向け」のうち 1 回を、親子向けの内

容に変更し、小石川植物園で実施しました。 

 

＜社会動向、緑の現況＞ 

●「グリーンインフラ推進戦略 2023」において、グリーンインフラで目指す姿として、「自然と共生する社会」、

「自然を通じて、安らぎとつながりが生まれ、子供たちが健やかに育つ社会」が示されています。 

●生物多様性国家戦略において、日常的に自然とふれあう機会を提供することで、自然の恩恵や自然と人

との関わりなど様々な知識の習得や関心の醸成、人としての豊かな成長を図るとともに、人と動物の適切な

関係についての考え方を普及させる行動目標が示されています（行動目標 4-2）。 

 

 

 

 

親子向けの啓発事業を拡充 

自然散策会等の啓発事業を区外でも実施 

小石川後楽園、六義園、小石川植物園や東京大学等 

新宿御苑、浜離宮等 
区外の公園 

民有地の
みどり 

 

自然散策会・
大人向け 

自然散策会・
大人向け 

 

自然散策会・
大人向け 

 

新たな啓発事業・
親子向け 

 

年３回 

 

年３回 
 

小石川後楽園、六義園、 
小石川植物園や東京大学等 

現行計画策定まで 

（令和元(2019)年度以前年) 

現行計画策定後 

(令和 2(2020)年度以降） 

自然散策会・
大人向け 

自然散策会・
大人向け 

 

現行計画策定まで 

（令和元(2019)年度以前年) 

現行計画策定後 

(令和 2(2020)年度以降） 

取組方針５ 
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＜課題＞ 

●みどりを大切にする心を育んだり、身体と心の健康維持に貢献するために、幅広い世代に対し、今後も継

続してみどりとふれあう機会やみどりを知る機会を生み出していくことが重要です。 

 

＜今後の方向性＞ 

●みどりとふれあう機会の提供や、みどりへの関心の醸成、知識の習得に向け、今後も継続して自然とふれ

あえる事業を実施していきます。 

  

新宿御苑で開催された自然散策会の様子。専門家が樹木の特徴などを現地で解説することで、植物に関するより深い

知識を学ぶことができる屋外イベント。 

小石川植物園で開催された親子向けの自然散策会の様子。専門家が樹木の特徴などをクイズ形式で解説し、樹木に触

れるなど、体験しながら学べるイベント。 
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重点施策 10 大学・事業者との連携  （施策番号 5-7） 

 大学と積極的に連携していきます。区は現在 16 の大学と相互協力協定を結んでいます。 

これらの協定の活用も視野に入れ、みどり分野での大学との連携を構築していきます。 

 具体的には、大学のグラウンド等を、子育て世代が増加している現状を踏まえ、一定時間区民に開

放していただけるよう働きかけていきます。 

 事業者のオープンスペース等を区民の憩いの場として活用できるよう働きかけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間まとめ 

＜施策の実施状況＞ 

●「大学との相互協力協定の活用」については、植物講演会の講師を大学の先生に依頼（関連：施策 5-4

植物講演会の開催）、木のクイズラリーを大学敷地内で実施する等、継続して大学との連携を図っていま

す。東京大学を会場としたクイズラリーは、定員 175 組のところ毎回 500 組程度の応募があり人気の事業

となっています。 

●「大学のグラウンド等を一定時間区民に開放していただけるよう働きかけ」については、現状未実施ですが、

令和 7（2025）年度に、ふるさと納税を活用した協定大学による地域貢献事業の一環として、区民を対象

に東大球場を開放することを予定しています。 

大学との相互協力協定の活用 

 

文京区 

みどり分野 

での 

活用が限定的 

新たな 

みどり分野 

での 

活用を模索 

大学のグラウンド等を一定時間区民に開放していただけるよう働きかけ 

小学校のグラウンド 
（一部・一定時間開放） 

公園等（開放） 

 

大学のグラウンド等 
（一定時間開放） 

小学校のグラウンド 
（一部・一定時間開放） 公園等（開放） 

区民 

区民 

区民 

区民 

区民 

区内１６大学 

文京区 

区内１６大学 

・スタンプラリーの大学での開催 

・自然観察会での講師の依頼 

・植物講演会での講師の依頼 

緑化啓発事業への協力拡充 

現行計画策定まで 

（令和元(2019)年度以前年) 

現行計画策定後 

(令和 2(2020)年度以降） 

現行計画策定まで 

（令和元(2019)年度以前年) 

現行計画策定後 

(令和 2(2020)年度以降） 

取組方針５ 
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＜社会動向、緑の現況＞ 

●「文の京」総合戦略の行財政運営では、多様な主体との協働の推進として、民間企業や大学機関等の知

見を活用し、多様な主体のそれぞれの強みを生かした連携を図ることが記されています。 

●令和 5（2023）年度、持続可能な地域社会の形成を目指すグリーントランスフォーメーション（以下「GX」と

いう。）推進に向けて、カーボンニュートラル（炭素中立）、ネイチャーポジティブ（生物多様性）及びサーキ

ュラーエコノミー（循環経済）に関する取組を主とする GX 推進に寄与するため、相互に連携し、協力するこ

とを目的として、文京区は、国立大学法人東京大学との間に「グリーントランスフォーメーションに向けた連

携に関する協定」を締結しました。 
 

＜課題＞ 

●緑化啓発事業の魅力向上のために、大学が集積する区の特性を生かし、引き続き、大学機関の知見や大

学の敷地を活用していくことが重要です。 

●子育て世代の増加を踏まえ、いろいろなスポーツができる運動場等、子供の遊び場の確保がより一層求め

られています。 

 

＜今後の方向性＞ 

●「大学との相互協力協定の活用」については、引き続き、大学に対して啓発事業への協力を依頼していき

ます。 

●「大学のグラウンド等を一定時間区民に開放していただけるよう働きかけ」については、実施に向け、東京大

学との調整を進めていきます。 
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（３）重点施策以外の施策の評価 

 

       

施策 1-1 

屋上緑化助成制度

の運用 

 

都市部のヒートアイランド現象

の緩和、地球温暖化の防止等、

区民の良好な生活環境の向上と

改善を図ることを目的として、

屋上緑化やベランダ緑化、壁面

緑化に対して助成を行います。 

 

 

 

屋上緑化等助成実績:１件 

壁面緑化助成実績:０件 

屋上緑化面積：H24～H30 年

度に大きく増加、H30 年度以

降は微増 

壁面緑化面積：H24年度以降

減少 

 

 

 

 

屋上・壁面緑化の助成実績は１件

であり、今後も様々な機会を捉え

て、効果的に制度を周知していき

ます。 

施策 1-2 

生垣助成制度の

運用 

 

一定の基準以上（道路に面して

高さ 1ｍ以上、延長 2ｍ以上、相

互に葉が触れ合う程度に列植さ

れ健全なもの。道路に面してい

ること等）の生垣造成に対し、

造成費用等を助成します。 

 生垣助成実績：５件 

 

接道緑化率：H24～H30 年度

横ばい、H30 年度以降やや減

少 

 街並みの美観形成や災害に強いま

ちづくりに向け、引き続き、HP や

緑化啓発事業に合わせて制度を周

知していきます。 

施策 1-3 

苗木配布事業の

実施 

 

区民を対象に苗木の配布を行

い、育て方について説明しま

す。 

 毎年 150 名前後に配布 

育て方の説明に加え、公園ガ

ーデナー制度等の案内を実施 

誰もが緑に親しみ、憩える環

境を創出するため、様々な

方々と協働して緑を活かし、

育て、次世代に継承する取り

組みを推進する方向性を提示

（東京グリーンビズ「育て

る」取組） 

 引き続き実施し、緑に親しむ機会

を生み出していきます。緑に関心

のある区民が集まることを活か

し、緑化補助金制度等のみどりの

創出に関する制度を周知すること

も重要です。 

施策 1-4 

建築に伴う緑化

の基準、指針の

運用 

 

緑化指導として、民間施設の場

合は 200 ㎡以上の敷地に建築物

を建てる際に（公共施設は面積

要件なし）「文京区みどりの保護

条例」に基づき、緑化基準を満

たした緑化計画書の提出を求め

ます。 

 緑化計画書の提出：毎年 80

件前後（敷地面積が 200 ㎡以

下でも住環境課の事前協議の

中で提出が必要なものを含

む） 

緑被率は H30 年度 18.4％か

ら R5年度 19.1％に増加 

接道緑化率は H30 年度以降

やや減少 

 接道緩和の仕組みの案内や緑化ガ

イドラインの活用により、引き続

き、適切な緑化を誘導していきま

す。 

10 年間の取組方針１   まちなかのみどりを生み出し育むことで、みどりあふれるまちなみをつくりだしていきます。 
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施策 1-5 

地区計画制度の活

用検討 

 

町丁単位や街区単位等の身近な

地区を単位として、区民の皆さ

んと区が話し合ってまちづくり

のルールをつくり、地区計画に

よるみどりの創出を検討しま

す。 

 地区計画を検討している地区

で、まちの将来像に合わせ、

みどりの創出の有無や規模等

を検討 

 

地区計画等の活用で区民等の

まちづくり活動を総合的に支

援し、地域特性に応じたまち

づくりを推進する方向性を提

示（「文の京」総合戦略他） 

 まちづくりへの様々なニーズがあ

る中でみどりの創出につなげるた

め、検討会等において、区民に対

してみどりの役割等を丁寧に説明

していきます。 

施策 1-6 

文京区景観づくり条

例に基づく「景観事

前協議」及び景観

法に基づく「行為の

届出」 

一定規模以上の建築行為等を行

う場合に、文京区景観づくり条

例に基づく「景観事前協議」を

行うとともに、景観法に基づく

「行為の届出」を求めます。 

 景観事前協議：毎年 100 件前

後 

 

区民や建築行為等を行う事業

者と区が協働することで、

「坂」と「緑」と「史跡」を

つなぎ、文京区らしい魅力溢

れる景観をつくる方向性を提

示（「文の京」総合戦略他」） 

 区民や事業者が景観に対する関心

と理解を深め、良好な景観形成に

つながるよう、引き続き緑化を図

るよう協議します。 

施策 1-7 

都市開発諸制度の

運用 

 

一定規模以上の開発において、

既存の緑地の保全や質の高い緑

化空間の創出を促します。その

内容に応じて容積率のボーナス

を与え、事業者がインセンティ

ブを得られるようにします。 

 区の総合設計の申請及び再開

発等促進区を定める地区計

画、特定街区並びに高度利用

地区の都市計画決定案件無し 

良好な土地利用を推進するた

めに、商業地等では土地の有

効利用・高度利用を誘導し、

オープンスペースの創出等を

図る方向性を提示（文京区都

市マスタープラン 2024） 

 引き続き基準等に基づいて制度を

運用し、既存の緑地保全や質の高

い緑化空間の創出を促進していき

ます。 

施策 1-8 

市民緑地認定制

度の運用 

【重点施策 1】参照      

施策 1-9 

生徒による学校緑

化の促進 

 

総合学習等の一環として、草花

育成事業を実施します。 
 R2～4年度：関口台町小学校

で実施 

R5 年度：実施無し 

 

誰もが緑に親しみ、憩える環

境を創出するため、様々な

方々と協働して緑を活かし、

育て、次世代に継承する取り

組みを推進する方向性を提示

（東京グリーンビズ「育て

る」取組） 

 実施に当たり学校側の負担があ

り、R5 年度は学校から参加協力が

得られなかったため、新たな学校

への呼びかけや学校側の負担軽減

を検討していきます。 
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施策 2-1 

公園再整備の強

化 

【重点施策 2】参照      

施策 2-2 

公園と一体とな

った周辺公共施

設の整備・更新 

道路や隣接公共施設等と公園の

一体化を図る整備を検討しま

す。 

 

 旧元町小学校と元町公園の一

体的活用に関連し、道路整備

について事業者や関係機関と

調整 

文京宮下公園で公園敷地の一

部を歩道状空地として整備 

居心地が良く歩きたくなる道

路環境整備に向けて、沿道や

公開空地等との一体的な活用

などを推進する方向性を提示

（文京区都市マスタープラン

2024） 

 整備効果が見込める場所におい

て、機会を逃さず、周辺公共施設

の利用状況や地域ニーズを把握し

た上で、一体的整備の検討を行い

ます。 

施策 2-3 

指定管理者制度

の運用 

 

区が指定する法人その他の団体

に公園施設の管理を任せます。 
 肥後細川庭園と目白台運動公

園の２園を指定管理者制度に

より運営 

高いサービスを継続的かつ安

定的に提供していくため、

様々な行政分野において指定

管理者制度等を活用し、持続

的・効率的な運営を図る方向

性を提示（「文の京」総合戦

略） 

 引き続き、民間事業者のノウハウ

を活用し、区民サービスの向上

や、近隣施設との協働による事業

実施等、指定管理を通じて公園の

魅力を高めていきます。 

施策 2-4 

民間活力を活か

した公園利活用

の検討 

【重点施策 3】参照      

施策 2-5 

公園ガーデナー

制度の活用推進 

【重点施策 4】参照      

10 年間の取組方針２   みんなが利用しやすい拠点となるみどりづくりを進めていきます。 
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施策 2-6 

自主管理花壇制

度の運用 

 

文京区が管理する公園、児童遊

園、遊び場、ポケットパークに

おいて、区民等による自主的花

壇づくりをサポートします。 

 R2 年度:13 団体 

R3 年度:15 団体 

R4 年度:14 団体 

R5 年度:14 団体 

公園管理者としての必要な体

制の確保や地域との連携等に

留意した上で、公園の管理運

営を支える担い手を広げ・つ

なぎ・育てることにより、柔

軟な管理運営を実現する方向

性を提示（都市公園新時代） 

 一部の団体で参加者が非常に少な

いため、安定した管理体制の確保

が必要です。登録要件を検討する

とともに、引き続き、花壇への看

板の設置や HP等で活動を周知し、

参加者の増加を図ります。 

施策 2-7 

区民管理制度の運

用 

 

地域住民グループと協定を締結

し、公園等の清掃・除草や日常

点検等を行っていただきます。 

 43 園 37 団体・34 町会の区民

管理制度による運用を実施 

同上  地域住民グループとの協定締結の

継続が求められますが、今後メン

バーの高齢化による担い手不足が

懸念されます。引き続き、制度の

周知や町会へ新規参加の働きかけ

を行っていきます。 

施策 2-8 

公園等連絡員制

度の運用 

 

区立の公園、児童遊園等の近隣

に住み、町会長の推薦を受けた

方を、公園等連絡員として設置

し、公園等の利用の適正化を図

るため、公園の巡視を行ってい

ただきます。 

 58 園 58 名・46 町会の区民連

絡員制度による運用を実施 

同上  継続実施が求められますが、今後

連絡員の高齢化等による担い手不

足が懸念されます。引き続き、制

度の周知や町会へ新規参加の働き

かけを行っていきます。 

施策 2-9 

公園の維持管理

をサポートする

グループを支援

するための仕組

みの検討 

 

公園の維持管理をサポートする

グループにおいて、これまでの

参加者から新たな参加者へとノ

ウハウが継承され、サポート体

制が持続的な発展が可能となる

ような仕組みを検討します。 

 公園ガーデナー制度ではスキ

ル定着のため、２年に１回、

民間講師による講習会を実施 

区民管理団体と意見交換会を

毎年実施・毎月の活動報告 

同上  引き続き、講習会や意見交換会を

実施するとともに、活動状況や意

見を踏まえ、サポート体制の改善

を検討していきます。また、高齢

化による担い手不足の解消の視点

で、HP 等で活動を周知し、参加者

の増加を図っていきます。 

施策 2-10 

区民管理等の意

見交換会の開催 

 

区民管理制度等を活用している

グループと意見交換する場を設

けます。 

 毎年意見交換会を実施 同上  区民管理団体等が作業内容や公園

のルールについて統一した考えを

持って活動ができるよう、引き続

き意見交換会を開催していきま

す。 



54 

       

施策 2-11 

公園の維持管理 

 

公園・児童遊園が安全・快適に

利用できるよう、施設ごとに整

備及び維持修繕を行います。 

 公園施設点検・遊具点検を毎

年実施し、計画的な維持修繕

を実施 

居心地が良く、誰もが安全・安

心で、快適に過ごせる空間づ

くりを行う方向性を提示（都

市公園新時代） 

 区民ニーズが多様化し、整備及び

維持修繕の方針の決定が難しくな

っているため、区民ニーズの把握

や区民への説明を丁寧に行ってい

きます。 

施策 2-12 

公園の清掃 

 

公園等が清潔で、だれもが気持

ちよく快適に利用出来るよう

に、清掃及びごみの分別回収、

処理を行います。 

 区内を３地区に分け、３業者

による清掃委託及び、区民管

理団体 37団体、心身障害福

祉団体２団体による清掃を実

施 

公園管理者としての必要な体

制の確保や地域との連携等に

留意した上で、公園の管理運

営を支える担い手を広げ・つ

なぎ・育てることにより、柔

軟な管理運営を実現する方向

性を提示（都市公園新時代） 

 快適で利用しやすい公園の維持に

向け、引き続き清掃委託や区民管

理団体等とも協力し、清掃を実施

していきます。 

施策 2-13 

倒木等への緊急

対応 

 

樹木の倒木や施設の破損等の維

持修繕及び緊急対応を行いま

す。 

 樹木や施設の維持修繕及び緊

急対応を直営の作業班で対応 

・各年度 3,500～4,500 件 

・倒木への緊急対応は年数件 

災害時に正確かつ迅速に情報

を収集・分析し、的確な災害

対応を行うため、区としての

災害対応力の強化に取り組む

方向性を提示（「文の京」総

合戦略） 

 緊急連絡体制を整えておく等によ

り、倒木等が発生した際、迅速な

対応と現場の安全確保を行ってい

きます。 

施策 2-14 

ポケットパー

ク・グリーンス

ポットの整備 

 

道路敷地内の余剰スペースを利

用して、ポケットパークやグリ

ーンスポットを整備します。 

 バリアフリーの観点により、

歩道有効幅員の確保を優先し

たため、整備実績なし 

身近な公園などのみどりを充

実するとともに、道路わきの

小スペースを生かしたポケッ

トパークなどの創出と緑化を

進める方向性を提示（文京区

都市マスタープラン 2024） 

 新規に整備することが困難な場合、

既存のポケットパークの木陰にベ

ンチを設置する等、質の向上を図る

視点で検討していきます。 

施策 2-15 

公園の新規整備

の検討 

 

新たな公園整備の可能性のある

候補地について整備の必要性を

判断します。 

 西原町児童遊園に隣接する旧

福祉施設跡地について、R5

年度に地域の意向調査を実施

し、児童遊園を拡張する方針

とした 

坂の多い文京区の地形を生か

し、立体都市公園制度の活用な

どを検討しながら、公園面積の

拡充に努める方向性を提示（文

京区都市マスタープラン 2024） 

 引き続き、民間提供地等に対して

整備の必要性を判断していきま

す。機会を逃さないために、隣接

地を活用して既存の公園等を拡充

するという視点が重要です。 
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施策 3-1 

保護樹林・樹木

制度の充実 

【重点施策 5】参照      

施策 3-2 

樹木のチェック

体制の強化 

【重点施策 6】参照      

施策 3-3 

街路樹と区立公

園の樹木診断 

 

街路樹を 3年、区立公園の樹木

を 5年ごとに診断します。 

 計画に基づき樹木診断を行う

と同時に、R5年度よりフォ

ローアップ診断を追加し、継

続的なモニタリングを実施 

区立公園の樹木診断につい

て、５年に１度から３年に 1

度の実施へと、チェック体制

を拡充 

区道の街路樹本数は、H30 年

度以降減少傾向 

 

 フォローアップ診断の追加や樹木

の高齢化により、診断数が増加傾

向にあります。計画的な樹木更新

や、フォローアップ診断を行う樹

木数の管理が求められます。 

施策 3-4 

都市公園の区域

の維持 

 

都市における歴史的・文化的な

オープンスペースである都市公

園の区域を維持します。 

 都市公園区域の減少なし 公園・庭園のみどりは、グリー

ンインフラとして、気候変動、

生物多様性、ウェルビーイン

グ等に関する多様な機能を発

揮できるよう、保全等に取り

組む方向性を提示（文京区都

市マスタープラン 2024） 

 都市の貴重な緑化空間である、都

市公園の区域を引き続き維持しま

す。 

施策 3-5 

歴史的庭園の維

持管理 

 

区立公園である肥後細川庭園や

須藤公園等、歴史的背景を持つ

庭園を良好な状態に維持管理し

ます。 

 庭園の景観等を良好な状態に

維持 

庭園は、次代に引き継ぐ歴史

的・文化的財産、観光資源で

あることを踏まえて保全する

方向性を提示（文京区都市マ

スタープラン 2024） 

 施設の老朽化が進んでいるため、

特色のある景観形成に留意して、

計画的に維持修繕を行っていきま

す。 

10 年間の取組方針３   歴史的・文化的なみどりを適切な形で継承していきます。 
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施策 3-6 

都立公園の維持

管理 

 

都立公園である小石川後楽園や

六義園等の歴史的背景を持つ庭

園が良好な状態で維持管理され

るよう要請します。 

 適正な維持管理が行われてい

るため、要請の実績無し 

東京都が今後 10 年間で優先

的に整備する公園・緑地に、

小石川後楽園と旧岩崎邸庭園

を選定（都市計画公園・緑地

の整備方針） 

 都立公園の整備の動向等を注視

し、必要に応じて要請を行いま

す。 

施策 3-7 

風致地区の維持 

 

風致地区を維持します。  風致地区決定区域を維持 

協議等件数：5件  

文京区を特徴づける景観を形

成している江戸川公園周辺及

びお茶の水周辺は、神田川の

流れと一体となった景観を保

全する方向性を提示（文京区

都市マスタープラン 2024） 

 文京区及び東京都風致地区条例に

基づき、風致地区内における建築

等を制限し、樹林地等の緑の保存

を図っていきます。 

施策 3-8 

他の緑地保全制

度の活用の検討 

 

必要に応じて、市民緑地契約等

の制度の活用を検討します。 

 相談がなかったため、市民緑

地契約制度等の制度の活用実

績なし 

特別緑地保全地区等内の緑地

の買入れや機能維持増進事業

を行う都市緑化支援機構（仮

称）の指定制度が創設（都市

緑地法改正） 

 緑地の保全に向けて、引き続き、

HP や窓口にて制度を周知していき

ます。 
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施策 4-1 

文の京生きもの

写真館の運用 

 

「文の京生きもの写真館」をホ

ームページ上に開館し、区内動

植物の写真(静止画像)を募集し

ます。投稿いただいた写真画像

は、区内動植物の観察記録デー

タとして活用します。 

 R2、3年度に区内の生きもの

の写真を募集し、文の京生き

もの写真館に掲載。投稿写真

等をもとに「文の京生きもの

図鑑」を発行（R4年 3月） 

販売部数：R4年度 53 冊、R5

年度 124 冊 

生物多様性条約第 15 回締約

国会議（COP15）で採択され

た「昆明・モントリオール生

物多様性枠組」を踏まえ、こ

れに対応した「生物多様性国

家戦略 2023-2030」が閣議決

定 

 引き続き、「文の京生きもの写真

館」を運営するとともに、「文の京

生き物図鑑」活用し、区内の生き

ものに関する情報を発信していき

ます。 

施策 4-2 

専門的な動植物

調査の実施検討 

 

専門的な動植物調査の実施を検

討します。 

 区内の動植物の状況につい

て、調査・確認を実施 

実施回数：R2～4 年度 4回、

R5 年度 2回 

同上  今後、生物多様性地域戦略の改訂

に向けて、より広範囲な動植物調

査を実施します。 

施策 4-3 

手づくりビオト

ープの取組事例

や、取組方法の

紹介 

 

手づくりビオトープの取組事例

や、取組方法を紹介していきま

す。 

 教育センターに手づくりビオ

トープの見本と、ビオトープ

づくりのポイントを設置。設

置した見本とポイントについ

て、区 HPや文の京生きもの

図鑑で紹介 

同上  引き続き、手づくりビオトープに

ついての情報発信を行っていきま

す。 

施策 4-4 

緑地認証制度の

周知 

 

緑地や生物多様性に関する認証

制度を周知します。 

 窓口でのパンフレット配布や

HP、文の京生きもの図鑑にて

周知 

 

民間事業者等による良質な緑

地の確保の取組を評価・認定

する「優良緑地確保計画認定

制度」が創設（都市緑地法改

正） 

 民間の投資や活動を誘導し、良質

な緑地の保全・整備につなげるた

め、引き続き周知していきます。 

10 年間の取組方針４   人や生きものの暮らしを支えるみどりのネットワークの形成を図ります。 
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施策 4-5 

公園における生

物多様性に配慮

した管理・整備 

【重点施策 7】参照      

施策 4-6 

樹林・湧水の自

然とふれあう場

としての整備 

 

公園等において、樹林や草地、

湧水等の環境がまとまって分布

している場合には、これらの環

境の連続性を保ちつつ触れ合う

ことのできる空間を確保できる

よう配慮します。 

 公園再整備において、緑量の

確保やベンチ・園路の設置、

花木の植栽等、緑と触れ合う

ことのできる空間を整備 

公園等のみどりは、グリーン

インフラとして多様な機能を

発揮できるよう、緑の保全等

に取り組む方向性を提示（文

京区都市マスタープラン

2024） 

 地域ニーズ、公園外部の緑地との

連続性、安らぎを感じられる空間

づくり等に留意し、緑と触れ合う

ことのできる空間を整備していき

ます。 

施策 4-7 

湧水の保全のた

めの雨水浸透施

設誘導 

 

「文京区宅地開発並びに中高層

建築物等の建設に関する指導要

綱」による雨水浸透施設の設置

を誘導します。 

 設置誘導による実績 

浸透施設：計 1,425㎥ 

貯留施設：計 5,831㎥ 

水災害の激甚化・頻発化を背

景に、国、流域自治体、企

業・住民等、あらゆる関係者

が協働して取り組む「流域治

水」の実効性を高めるため、

流域治水関連法が整備 

 引き続き、指導要綱に基づいて雨

水浸透施設の設置を誘導していき

ます。 

施策 4-8 

公園工事におけ

るみどりのリサ

イクルの実施 

 

公園工事におけるみどりのリサ

イクルの推進を図ります。 

 公園工事発生材（剪定枝等）

リサイクル実施量：1,595.7t 

公園再整備で既存樹木を活用

した舗装を実施 

 

リデュース・リユースの推進

とともに、リサイクルを促進

する行動が環境問題の解決等

に繋がっていることを周知

し、循環型社会への意識醸成

を進めていく方向性を提示

（「文の京」総合戦略） 

 引き続き、みどりのリサイクルを

推進します。リサイクル材の利用

を積極的に行う等、リサイクルを

推進するという視点も必要です。 

施策 4-9 

公共施設の緑化 

 

文京区みどりの保護条例に基づ

き、学校等の公共施設の緑化を

行っていきます。 

 公共施設緑化指導実績:28 件 

誠之小学校にビオトープを設

置 

公有地の低層建築群や高層建

築群の緑被率は増加傾向 

 引き続き、条例に基づき公共施設

の緑化を行っていきます。既存木

を活用することによる緑化緩和の

仕組みの利用や、接道部への緑化

を誘導していくことが重要です。 
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施策 4-10 

街路樹・植樹帯

の整備 

 

道路の利用形態や地域の実情を

踏まえて街路樹・植樹帯の整備

を行います。 

 道路工事に合わせて、2路線

（植樹帯延長約 550m）にお

ける既存の植樹帯の改修を実

施 

区道の街路樹本数は、H30 年

度以降減少傾向 

 歩道有効幅員確保の必要性等によ

り、植樹帯の新規整備が難しいた

め、既存の植樹帯の木陰にお休み

石を設置する等、質の向上を図る

視点で検討していきます。 

施策 4-11 

街路樹等の特徴

的な植栽の推進 

 

道路の利用形態や地域の実情を

踏まえて街路樹等の特徴的な植

栽の推進を行います。 

 播磨坂のさくら並木等、既存

の特徴的な植栽を保全 

神田川沿いのさくら並木は安

全性を確保して保全に努める

方向性を提示。播磨坂周辺

は、さくら並木や沿道がある

環境を生かした様々な人の交

流空間を形成する方向性を提

示（文京区都市マスタープラ

ン 2024） 

 引き続き特徴的な植栽を保全する

とともに、区道改修工事の機会等

を捉え、地域ニーズを踏まえた植

栽の更新等を検討していきます。 

施策 4-12 

崖線等の法面に

おけるみどりの

確保 

 

建築に伴う緑化の基準、文京区

景観計画への適合を求める際

に、崖線部のみどりの確保につ

いて協議します。 

 緑化協議や景観協議におい

て、崖線部のみどりの確保を

求めている 

崖線について、安全性を確保

しながらみどりの保全や創出

を誘導し、連続したみどりの

形成を図るとともに、湧水の

保全に努める方向性を提示

（文京区都市マスタープラン

2024） 

 引き続き、既存木を活用すること

による緑化緩和の仕組みの利用

等、崖線部のみどりの確保のため

に、事業者を誘導していきます。 

施策 4-13 

神田川の法面や

護岸の維持管

理、神田川の清

掃 

神田川法面緑地の樹木･植栽等の

維持管理を行うとともに、塵芥

を清掃します。 

 神田川法面（面積 12,728

㎡）を維持管理 

塵芥清掃は必要に応じて実施 

将来都市構造において、幹線

道路、神田川、崖線等の線的

な緑をみどりの軸に位置づけ

（文京区都市マスタープラン

2024） 

 引き続き、緑や水のネットワーク

維持に向け、神田川の法面や護岸

の維持管理、清掃を行っていきま

す。 

施策 4-14 

暑熱環境の緩和

の視点からのみ

どりのネットワ

ークの形成 

【重点施策 8】参照      
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施策 5-1 

緑化啓発事業の充

実化 

【重点施策 9】参照      

施策 5-2 

文京 eco カレッジ

親子環境教室の開

催 

体験型環境学習の機会を区民に

提供し、環境問題に対する意識

の高揚を図るため、区内の親子

等を対象として教室を開催しま

す。 

 計 623 人が参加（R2 年度は

新型コロナウィルスの影響に

より中止） 

効果的な環境教育を実現する

ために、体験を通じた学び、

知識の習得、問題解決等に向

け行動する力の獲得を組合わ

せる方向性を提示（環境教育

等の推進に関する基本的な方

針） 

 引き続き開催し、環境問題に対す

る意識の高揚を図っていきます。 

施策 5-3 

文京 eco カレッジ

環境ライフ講座の

開催 

 

環境保全に対する啓発活動を担

う人材を育成し、区内の環境保

全活動を活性化させることを目

的として講座を開催します。 

 計 232 人が参加（R2 年度は

新型コロナウィルスの影響に

より中止） 

環境保全活動や、持続可能な

未来へ向けた社会変革につな

がる取組を担う人材育成を支

援する方向性を提示（環境教

育等の推進に関する基本的な

方針） 

 引き続き開催し、環境問題に対す

る意識の高揚を図っていきます。 

施策 5-4 

植物講演会の開催 

 

小学校 3年生から 6年生とその

保護者の方を対象として、植物

について知ってもらい、関心を

持ってもらうことによって、み

どりを大切にし、守る心を育ん

でいくことを目的として、講演

会を実施します。 

 計 120 人が参加（R3 年度は

新型コロナウィルスの影響に

より中止） 

講師を大学の先生に依頼 

自然と共生する社会の実現に

向け、人々の行動変容等に関

する取組として、環境教育を

推進する方向性を提示（グリ

ーンインフラ推進戦略

2023） 

 引き続き開催し、子供が植物に関

心を持つ機会を生み出していきま

す。 

施策 5-5 

みどりに関する情報

発信 

 

文京区のみどりの資源やみどり

のイベントについての情報発信

を積極的に行います。 

 自然散策会、木のクイズラリ

ー、植物講演会、苗木配布事

業等のみどりに関するイベン

トについて、区報や HP、チ

ラシ配布にて周知 

既存の情報発信手段をより充

実させていくとともに、新た

な情報発信の手法や体制につ

いて検討する方向性を提示

（「文の京」総合戦略） 

 引き続き、みどりに関するイベン

トについて情報発信を行います。

小学生向けの緑化啓発事業につい

ては、周知方法の電子化を検討し

ます。 

10 年間の取組方針５   様々な主体の連携の活性化を図ります。 
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施策 5-6 

世論調査における

アンケート項目の検

討 

 

「文京区政に関する世論調査」

のアンケート項目を、施策ごと

の課題や満足度がより明確にな

るようなものへと変更するよう

検討します。 

 R3 年度の世論調査におい

て、アンケート項目を変更 

都市に対する人々のニーズが

社会情勢や技術の進歩に応じ

て日々変化する旨が記載（都

市公園新時代） 

 効果的にみどりに関するニーズを

把握するため、アンケート項目の

変更の必要性について、世論調査

の都度、社会情勢や過去の調査項

目との整合など様々な視点から検

討していきます。 

施策 5-7 

大学・事業者との連

携 

【重点施策 10】参照      

施策 5-8 

国・都に対する協力

の要請 

情報連絡会等を通じて、国や都

に対してみどり施策に関する協

力を要請します。 

 緑の情報連絡会議に毎年参加 緑地の保全及び緑化の推進に

向けて、多様な主体が相互に

連携し、各主体の役割に応じ

た緑地の確保、管理を進める

方向性を提示（緑の基本方針） 

 引き続き、情報連絡会議などを通

じて、新たに活用できる施策や事

業等がないか等、国や都の動向を

注視します。 
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（４）緑被地面積の目標値の評価 

30 2018 11 2029 18.4 19.0

207.4ha 214.5ha  

 
 

＜緑被地面積の現況＞ 

2023 19.1

19.0  

 

注） 平成 30（2018）年度現況値は第 8 次緑地実態調査、令和 5（2023）年度現況値は、 
     第 9 次緑地実態調査の表「都市構造区分別緑被率」による。 

 
 

＜評価・今後の方向性＞ 

5 2023

50cm

 

11 2029 19.0%

 

 

215.9ha

207.4ha

214.5ha

202

204

206

208

210

212

214

216

緑

被

地

面

積
（
h
a
） 18.4％

令和 11 年 目標値 19.0％

令和 ５年 現況値 19.1％

目標  緑被率を    18.4％  →  19.0％ に上昇させる 

 
[ 平成３０ （2018）年度 ]  →   [ 令和１１（2029）年度 ] 
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（５）今後に向けて 

 

5

5 54

5

11 2029

 

11 2029
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